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1. はじめに 

光計測は非侵襲・非接触・非観血な生体の観察が可能であるため，皮膚科学分野や美容分野に

おいても様々な診断方法が開発されている．その際，新しい手法や機器の性能や有用性を検討・

評価する上で，実際の状況に近い皮膚モデルが望まれる．我々はヒト皮膚組織構造をもとに，ヒ

ト皮膚に近い光学特性を示す独自の皮膚ファントム 1) を開発してきた．しかし，現在までに開発

してきた皮膚ファントムは，ヒト皮膚表面の皮溝と皮丘に相当するような凹凸を考慮できていな

かった．そこで本研究では，皮溝と皮丘の形状を有する皮膚ファントムの開発を目指し，今回は

表皮層の材料として着色したシリコーン樹脂を用いることで皮

溝と皮丘の再現を試みたので報告する． 

2. 3層皮膚ファントム 

Fig.1に本研究で用いる 3層皮膚ファントムの構造を示す．

Layer 1-3 はそれぞれ表皮層，真皮層，皮下組織を表す．ベース

となる媒体は生理食塩水を用いた寒天溶液またはシリコーン樹

脂とし，光吸収体として顔料やウマ血液を用いる．また，

光散乱体として 20%イントラリピッド溶液を用いる． 

3. 結果 

今回，3層皮膚ファントムの第 1層に顔料で着色した 

シリコーン層を用いることで皮溝と皮丘の再現を行った．

また，第 1 層に凹凸のないシリコーン層を用い，その厚さ

を変更した皮膚ファントムを作製した．これらの分光反射

率の比較を Fig.2 に示す．平面シリコーン層を用いた皮膚

ファントムに比べ．皮溝と皮丘を再現したものでは可視波長域全体において分光反射率が上昇し

ている．この実験により，表面凹凸の有無は皮膚ファントムの分光反射率に影響を与える可能性

のあることが分かった．これが凹凸による表面反射や内部侵達光量の変化によるものか，物理的

な厚みの差による光吸収の違いによるものか，今後さらに検討が必要である． 
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Fig.2 Comparison of spectral reflectance. 
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